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受
付
は
１０

時
３０

分
か
ら
始
ま
り
、
支

部
毎
に
決
め
ら
れ
た
色
の
粘
着
テ
ー
プ
に

記
名
し
て
腕
に
貼
り
付
け
る
。 

☆
各
支
部
の
識
別
色
は
、 

♦
太
子
１
丁
目…

白  

♦
太
子
３
丁
目…

赤 

♦
明
神
１
丁
目…

青 

♦
明
神
２
丁
目…

緑 
♦
明
神
３
丁
目…

ピ
ン
ク 

♦
明
神
４
丁
目…

黄 

今
後
の
防
災
会
活
動
時
に
も
用
い
ら
れ

る
の
で
、
自
分
の
所
属
す
る
支
部
の
色
を

覚
え
る
よ
う
に
し
て
欲
し
い
と
の
事
で
し

た
。 

防
災
お
花
見
会
三
年
振
り
の
開
催 

新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
昨
年
ま
で
開
催

中
止
と
な
っ
て
い
た
『
防
災
お
花
見
会
』

が
、
４
月
２
日
（
日
）
１１

時
か
ら
１３

時
に

鳥
居
公
園
で
３
年
振
り
に
美
し
ヶ
丘
自
主

防
災
会
の
主
催
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

当
日
は
快
晴
で
暖
か
く
、
時
折
や
や
強

く
吹
く
風
に
舞
い
散
る
桜
吹
雪
の
中
、

諸
々
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
約
２
５
０
人

が
参
加
し
盛
況
で
し
た
。 

会
場
の
一
角
に
は
、
紅
白
縦
縞
の
提
灯
が

設
置
さ
れ
、
参
加
者
は
各
自
好
き
な
場
所

に
陣
取
り
、
満
開
の
桜
を
楽
し
ん
で
お
ら

れ
ま
し
た
。 

  

太
子
学
舎
で
の
訓
練
・体

験
・展
示
で
は
、 

西
和
警
察
署
，
西
和
消

防
署
、
消
防
団
の
協
力
で 

 
 

 

♦
応
急
処
置
体
験 

♦
煙
体
験
、
車
両
展
示 

等
が
実
施
さ
れ
多
く
の

参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。 

普
段
は
学
ぶ
こ
と
が
で

き
な
い
防
災
専
門
家
の
方

か
ら
知
識
を
得
る
貴
重

な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。 

 

 

☆
非
常
用
器
具
の
展
示 

・
グ
ラ
ス
フ
ァ
イ
バ
ー
両
口
ハ
ン
マ
ー
（
0.5

㎏
） 

・
鋸
（
３
０
０
㎜
）・
バ
ー
ル(

９
０
０
㎜) 

・
ツ
ル
ハ
シ
・
ア
ル
ミ
ボ
ル
ト
ク
リ
ッ
パ
ー 

・
ス
コ
ッ
プ
・
レ
ス
キ
ュ
ー
ア
ッ
ク
ス
（
消
防
斧
） 

・
テ
コ
バ
ー
ル
と
か
ま
せ
木(

高
強
度)

、 

・
掛
矢
（
槌
）・
パ
ン
タ
グ
ラ
フ
ジ
ャ
ッ
キ
（
１
ｔ
） 

・
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー 

・
ガ
ソ
リ
ン
エ
ン
ジ
ン
発
電
機
（
ヤ
マ
ハ
製
） 

・
ガ
ソ
リ
ン
エ
ン
ジ
ン
発
電
機
（
ホ
ン
ダ
製
） 

・
ガ
ソ
リ
ン
携
行
缶 

２
缶 

・
ア
ル
ミ
製
折
畳
み
式
リ
ヤ
カ
ー 

２
台 

 

発行者 美しヶ丘 

自治会文化広報部 

 

３
月
１８

日
午
前
９
時
、
直
下
型
の
大

地
震
が
発
生
し
た
と
い
う
想
定
で
、
明

神
山
地
区
（
美
し
ヶ
丘
、
ス
カ
イ
ヒ
ル
ズ
）

を
対
象
地
域
と
し
て
総
合
防
災
訓
練
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

午
前
９
時
防
災
無
線
・
エ
リ
ア
メ
ー
ル

で
訓
練
開
始
の
合
図
と
と
も
に
、
昨
年

１１

月
に
策
定
さ
れ
ま
し
た
「
災
害
時
行

動
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
に
沿
っ
て
各
自
治
会
の

一
時
避
難
場
所
で
あ
る
公
園
に
一
旦
避

難
し
、
防
災
委
員
の
指
示
の
下
、
指
定
避

難
所
の
王
寺
南
義
務
教
育
学
校
太
子

学
舎
へ
移
動
し
ま
し
た
。
今
回
の
防
災
訓

練
で
は
、
「
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
」

に
基
づ
い
た
要
支
援
者
の
避
難
訓
練
も
、

参
加
者
の
協
力
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

午
前
１０

時
、
あ
い
に
く
の
雨
冷
え
の

天
候
の
中
、
全
員
太
子
学
舎
に
集
ま
り
、

主
催
者
代
表
の
平
井
町
長
が
、
「
明
神

山
地
区
を
防
災
モ
デ
ル
と
し
て
各
地
区

の
取
り
組
み
に
供
し
て
い
く
」
と
話
さ

れ
、
続
い
て
参
加
者
を
代
表
し
て
、
美
し

ヶ
丘
自
主
防
災
会
会
長
の
沖
様
が
、
「
コ

ロ
ナ
明
け
の
本
年
、
よ
り
積
極
的
に
防
災

活
動
に
取
り
組
む
」
と
挨
拶
さ
れ
ま
し

た
。 

 

避
難
所
開
設

訓
練
で
は
、 

・
王
寺
町
防
災

士
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
よ
る
Ｈ
Ｕ

Ｇ
（
避
難
所
運

営
ゲ
ー
ム
）
の

研
修
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

 

☆
小
型
消
火
器
使
用
体
験 

小
型
消
火
器
ボ
ン
ベ
に
注
入
さ
れ
た
水
を
数
メ
ー

ト
ル
先
の
的
に
向
か
っ
て
放
水
す
る
こ
と
で
、消
火
器

の
使
い
方
を
擬
似
体
験
し
ま
し
た
。 

 

今後も防災器具の充実に努

めるとの事でした。 

 

今
年
の
夏
ま
つ
り
は 

８
月
２６
日(

土) 

開
催
予
定
で
す
。 
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ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
一
番
気
持
ち
の
良
い
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

私
た
ち
と
っ
て
そ
の
住
環
境
に
感
謝
出
来
る
季
節
で
す
。
是
非
、
健
康

維
持
に
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
、
ま
た
気
分
転
換
に
わ
が
町
美
し
ヶ
丘
の
素
晴

ら
し
い
環
境
を
満
喫
し
ま
し
ょ
う
！ 

 明
神
山
を
歩
こ
う 

新
聞
報
道
に
よ
れ
ば
、
週
に
１
日
だ
け
で
も
８
０
０
０
歩
以
上
歩
く
こ
と

で
、死
亡
リ
ス
ク
を
下
げ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

登
山
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
異
な
り
、
明
神
山
の
急
坂
は
２
ヶ
所
の
み
。
散
歩

道
と
言
う
方
が
適
し
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
山
頂
の
展
望
に
、
四
季
の

花
々
、
鳥
の
鳴
き
声
。
近
郊
か
ら
も
多
く
の
人
々
が
訪
れ
て
い
ま
す
。
又
、
今

春
山
頂
の
駐
車
場
の
ま
わ
り
に
桜
の
若
木
と
ツ
ツ
ジ
が
植
樹
さ
れ
ま
し
た
。

来
春
に
は
こ
こ
で
も
お
花
見
が
で
き
そ
う
で
す
。 

山
道
を
歩
い
て
気
づ
く
の
は
、
山
道
に
ゴ
ミ
が
あ
り
ま
せ
ん
。
聞
け
ば
美

し
ヶ
丘
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
が
清
掃
活
動
し
て
頂
い
て
い
る
と
の
こ

と
で
す
。 

町
の
資
料
に
よ
れ
ば
昨
年
の
登
山
者
は
延
人
数
で
７
万
人
強
。
コ
ロ
ナ

明
け
の
今
年
は
も
っ
と
多
く
の
人
の
訪
れ
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
「
病
気
の

９
割
は
歩
く
だ
け
で
治
る
」
と
い
う
本
も
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
明

神
山
を
歩
き
ま
せ
ん
か
？ 

フ
ァ
ミ
リ
ー
ウ
ォ
ー
ク
開
催 

 

３
月
２５

日
町
主
催
の
フ
ァ
ミ
リ

ー
ウ
ォ
ー
ク
が
４
年
ぶ
り
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
３０

家
族
１
歳
の
赤

ち
ゃ
ん
を
含
め
た
約
１
０
０
名
が

参
加
し
ま
し
た
。
雨
上
が
り
の
少

し
肌
寒
い
日
で
し
た
が
、
鳥
居
公

園
の
桜
も
ほ
ぼ
満
開
、
約
１
時
間

で
全
員
山
頂
へ
。
子
ど
も
達
は
宝

探
し
ゲ
ー
ム
や
、
Ｖ
Ｒ
ゴ
ー
グ
ル
体

験
で
大
は
し
ゃ
ぎ
。あ
い
に
く
雲
が

多
い
天
候
で
、
デ
ッ
キ
か
ら
の
眺

望
は
望
め
ま
せ
ん
で
し
た
。
ふ
る

ま
わ
れ
た
「
オ
リ
ー
ブ
が
香
る
ラ

ー
メ
ン
」
を
い
た
だ
き
、
集
合
写
真

の
あ
と
記
念
品
を
受
け
取
り
、

１３

時
前
に
解
散
下
山
し
ま
し

た
。 

 

 

☆
か
ま
ど
ベ
ン
チ
が
活
躍 

開
会
宣
言
の
後
、
か
ま
ど
ベ
ン
チ
に
火

入
れ
が
行
わ
れ
、
ア
ル
ミ
寸
胴
鍋
で
お
湯

を
沸
か
し
始
め
ま
し
た
。
お
湯
が
沸
く
ま

で
の
間
を
利
用
し
て
、
非
常
用
諸
器
具
の

説
明
と
体
験
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

         

☆
非
常
食
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
体
験 

配
ら
れ
た
ア
ル
フ
ァ
米
（
１
０
０
食
限

定
）
に
お
湯
を
注
ぎ
少
し
掻
き
混
ぜ
る

と
、
１５

分
後
に
は
ご
御
飯
が
出
来
上
が

り
。
更
に
湯
せ
ん
さ
れ
た
レ
ト
ル
ト
カ
レ
ー

を
か
け
て
貰
い
、
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
し

た
。 

   

☆
そ
の
他 

「
ホ
ッ
と
さ
ろ
ん 

美
し
ヶ
丘
」
の
協
力

に
よ
る
無
料
コ
ー
ヒ
ー
コ
ー
ナ
ー
や
、
セ
ル

フ
サ
ー
ビ
ス
で
無
料
の
お
茶
も
あ
り
、
熱

中
症
対
策
に
万
全
を
期
し
て
い
ま
し
た
。 

更
に
、
缶
ビ
ー
ル
（
小
）
が
格
安
有
料
で

提
供
さ
れ
、
酒
好
き
に
は
嬉
し
い
企
画
。 

 

午
後
１
時
前
に
は
完
売
で
し
た
。 

閉
会
直
前
に
は
、
お
楽
し
み
抽
選
会
が
あ

り
、
お
み
や
げ
を
持
っ
て
帰
る
人
も
い
ま
し

た
。 

↑清掃活動 

ま
ち
歩
き
を
し
よ
う 

明
神
山
、
畠
田
公
園
と
散
歩
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
と
っ
て
、

私
た
ち
は
本
当
に
恵
ま
れ
た
環
境
に
い
ま
す
。 

時
に
は
、馬
見
丘
陵
公
園
ま
で
足
を
伸
ば
し
、色
々
な
花
々
を

み
な
が
ら
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
励
ま
れ
て
い
る
方
も
多
い
こ
と

で
し
ょ
う
。 

花
や
自
然
を
楽
し
む
の
も
快
い
で
す
が
、
た
ま
に
は
、
王
寺

町
の
文
化
財
を
楽
し
む
「
街
ち
歩
き
」
は
如
何
で
し
ょ
う
？ 

達
磨
寺
や
畠
田
古
墳
等
は
知
っ
て
い
る
け
ど
、
他
に
ど
ん
な

所
が
あ
る
ん
だ
ろ
う
と
思
っ
た
方
は
、
是
非
、王
寺
町
の
学
芸

員
岡
島
氏
の
「
思
い
つ
く
ま
ま
、
歴
史
の
旅
」
と
い
う
ま
ち
歩

き
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
参
考
に
し
て
下
さ
い
。
昨
年
末
に
発
売

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
既
に
多
く
の
方
が
読
ま
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
が
、ま
だ
の
方
は
、是
非
手
に
取
っ
て
下
さ
い
。 

達
磨
寺
に
始
ま
り
、
鉄
道
、
聖
徳
太
子
、
明
神
山
、
大
和
川
、

信
仰
、
王
寺
と
７
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
と
っ
て
お
き
の
１

０
０
の
話
が
分
か
り
や
す
く
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
達
磨
寺

や
畠
田
古
墳
以
外
に
も
こ
ん
な
に
歴
史
文
化
が
あ
っ
た
の
だ

と
実
感
さ
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

皆
さ
ん
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
こ
の
本
を
片
手
に
ま
ち
歩
き

を
す
れ
ば
、
き
っ
と
い
つ
も
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
ひ
と
味
違
っ
た

歴
史
散
歩
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

  

自
治
会
報
が
カ
ラ
ー
に
！ 

今
回
の
会
報
は
如
何
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
？ 

ご
承
知
の
通
り
、
前
号
の
１
８
３
号
よ
り
カ
ラ
ー
に
な
り
、
読
み
や
す
く
な
っ
た
、

写
真
が
綺
麗
に
な
っ
た
等
、
好
評
を
頂
い
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
費
用
面
で
の
心

配
の
声
も
時
々
聞
か
れ
ま
す
。 

で
も
ご
安
心
下
さ
い
。
費
用
面
で
大
き
な
差
は
な
く
、
カ
ラ
ー
化
と
共
に
事
務
作

業
の
効
率
化
等
に
も
貢
献
し
て
い
ま
す
。
カ
ラ
ー
写
真
な
ど
も
積
極
的
に
活
用
し

な
が
ら
、
よ
り
魅
力
的
な
紙
面
作
り
に
努
め
て
い
き
ま
す
。 

↓桜の若木とツツジ

の植樹 

令和４年４月時間帯別延登山者数

時刻 人数 時刻 人数

0 0 12 421

1 0 13 347

2 0 14 512

3 59 15 285

4 218 16 199

5 375 17 143

6 395 18 40

7 370 19 3

8 677 20 5

9 731 21 5

10 653 22 1

11 619 23 2

町建設課調べ 計 6060 人

「思いつくまま、歴史の旅」 

王寺まち歩き 100話 

王寺町文化財学芸員 

岡島 永昌 


